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三浦半島南帯南部の地形と土地利用

大　江，和　」子

　回心峯爵の地形ど土地利困の調査に当って，菰山断胤繍め南帯をフr

几ドとし、記載に当って薮更Kこの地域を繭北に分け・そ・の中の三部を私が’

：挺湿した，

　航論語眞の判読に茎・いて斑掃区’分を有った諦尿．台地，斜面馳．倉虞平地，

海岸平地の田地彩面が区分された。

　忌敵ま一細ヒ低平な面起灘蛤であり、侵蝕をう山鼠盤の上K磁にロ

ームを被っている．この台地上の響高論二ついて谷富めイ補三哲い台地の原

面を復活してみると：．台：地謡高位面0づ面），中ム立面（凶面）、低位面（ム

面）の3貢より点り、縫起が3回に頁って行われた筆が分ろ，ヌニ：の台地は

相当面上をうけた後面稽一網顕沈水し．半島面詰郭のきわめて屈翻に富む

海岸練がこの時：に：形滅：さ；れて毛1る。露頭観察の結団力、ら台地の生威とローム

の陶天との関心を調べてみゑ乙月面隆起膿に多摩b一ム又渉これを下三者

ロームとの同位のロームの降灰があり、三面隆超綴にぱ下三吉1コー∠＼が・ヌ

ム面隆起緩にば武蝋野ローAが降っている事が分ろ。立川ロームは回れめ三

頭がら＝も発見する事ができ，な：かつだ・

　雪面平地隊，初声を『瞼げ慶この台地上を小規柊に刻んだ優蝕谷で倉ヂとい

われ’う。斜薗地ま忌地と．谷底箪地との中同長・位すろ三七斜面地であってこの

地域’て最も広く分序し，引檎附近では丘陵性を落びていろ，海岸平地ぱ侵蝕

噂：谷にようない平地で，高位面と抵上面の：2面に区分さζれろ，二君は比蘭ぢ俄

’～ノρ勿の謡い虚血で現在海岸集落の：載っている砂：立であウ．鞍看1ま未発盤

め砂玖であう・〉玉出，各地場面の土地柔楠0有旅につeて簡単に速べる・

　台地の｛ζ劇近く臨畑であってその殆んビが3毛三富であり．三禰大銀やほ

うれん華を」特産1物として産す弓他．栽培粁≡物汰，かんらん、荘やさい、馬綾

籔すいカ＼どまと、きうワ等山鼠である。即おこの地域ぱ主として京三布

場への豊かな読莱顔給源となっているのである．出蔵形態として｛ま共固賦荷

と欄ぺ鐡絢0両方が嶽用されていろ。二の台地上の畑にば票の阜害．タ月の

園．害どいう大きな向題があるに右不籾、冬が暖いという鶏まれた気候条’件が

このマバナスを’三つで炉そ〉形1と：．なっていろ，

　斜面地でぱ森林の占める馴合が擬務であろ．森林申の広葉樹ぱ薪萩として

．三針禁樹：の半分！位広用耕乞して：利用されでいる。しかし，樹まぱ：成畏中K：強鼠
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によって曲げられろこ：旨が恥く・熔材と：しての利用価値は渇くな偵・森羅陶

拓の傾餓次矛にみち・れうが沖で．繍面の激戦紅鱒堵地として鞭で

ある。台箆：と斜面地の上にぱ農蒙集落が各数9〃ずつ禧在する。

　谷底平地の8：割ぱ末田と集蕎1二よつて占め2）れ’る．末瞬ばすべてノモ作田

であり中4割ぱ湿田であっ・てゑ三川：量ぱ低く、専ら自三三の回米、三保のた、め

に当てられている。潅瀦旧くば専ら超池と天フkに頼っているが、水不罵ぱ1．，球

しば深刻である・谷庫平地上の畑ぱ一薇に島畑スぱ根頬である。

　海岸旧姓ぱ高位面は集落ジ！低位面は回錐：か一六・部分一を占めろ。集落は：飼旧くの

低い海岸：俵血：に載って詣り・象磐立地緩の隆超蓮：動三物譜ってい・う。三三の

性格どしてぱ半農半漁葡であ’ ､が．藩主リ｝ま一むしろ農の方にカが入れられて

いる。滴束岸でぱ，低位面が三鵜半鐘の内湾を蛮へのびろ亡しい海家巡錫の

鼻茸地域となっている．・この旅に’各地形面毎にそれぞれ土堆利用の棟尋を異

1てしてぱいるが、全体と：して教ると：台鍵盤の蹴釆畑がこの地域の非常に羅立

つ景観である。一見大いに景気良く周わ：れろが…台地上でぱ二度の集縛輪我

輩式がとられでいる結果、短期向に引しく多蚤のイヒ砦肥綱一が施用さ；れて’いる

反面、地力の維特樗進の．方策が辱1閑1で附されている傾伺があう、その鷹、疏

送還の敗量や碧潭が低下したり，土壌‘り型化蓼性：が不当ぬなコ）て営潔上の．陶

題どさえなりつつあるのであろ。ス恵まれた自然徐杵に贋住し切ってしまっ

て逢取の．気性に1乏しい箏選旛獄’す’る、この採な1蒋に継の疏蒙地蕃がより台理

葡な経連方式を採屠噛して布場競i争にのり躍9してきたな：らば・こ：の地帯ば数北

跡目に会うかもレれない、r三蒲半島勲業を並効震動地帯ピし：て艮に範展さ

せ’る罵にぱ，艘i裳疎々管反所や農叢高書の指蓉老に任せつきりや1よ．な、く、偲

々の農塚がまず二技術上．適職上の実題，と：取り縄みその解決にi匂って努力しな

け’威ばならないであろう」と．泉てしr5なく拡る大根原を歩き灰ら考えだ亭であ
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秦野盆地南部の地形と土地利用
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Q今厨ゐ調査目的は：、地形面ど土地利用の対比にあう．この場合宝地刹軽く
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辮梼焔麺とし磁吻タトに気候・ナ瞭地下綴を給裡
て考慮しだ。閃東地方において、当冒的に合致す；う地形を縛っ棺：威として．

奈賭を取り上げた。こ和うの七三全体を調査陶歯1てすうとよリ倉石飽な調査

が行えろと三つた述く時周と労力の限原から1当秦野毒二分しその瀕部を調

　　　　　　　　　　　　　　　　（2D


